
車いすのご用意あり
ます（霊園内のみの
ご利用になります） 

 

    

正恵寺・野田ほたるローズガーデンより皆さまへ、お知らせ定期便     . 発行・正恵寺 

 
参加者募集中です 
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ほたるちゃんは、野田ほたるローズガーデンのキャ

ラクターです。「ぷよぷよ」のキャラクターデザイン

を手がけた壱（ichi）さんが生みの親。きれいなバ

ラが大好きな、ツインテールがかわいい女の子で

す☆管理棟では、ほたるちゃんの缶バッジやキラ

キラシールのガ 

チャガチャ、ア 

クリルスタンド、 

キ-ホルダーを 

販売中です。お 

土産にぜひお 

求めください。 

 

 

 

住職・梅村昌寛よりメッセージ    

行住坐臥ぎょうじゅうざが  

「永代供養」 ここ 30 年でよく見聞きするようになりまし

た。江戸時代に檀家制度ができ、寺と檀家は代々関係をそれぞれに親か

ら子へ、子から孫へと継承し、葬儀の依頼、墓の維持がされてきました。し

かしながら時はたち、核家族化、ライフスタイルの変化、仕事の多角化な

どにより葬儀は少人数化し、墓は継承や維持が難しくなりました。 

そこで、祭祀を寺へ委託し、納骨先の維持管理をゆだね、墓地の清掃

や墓のおもりを寺へ任せることが永代供養と名付けられて世間に認知さ

れました。大きな石を積んだ立派な墓地は改葬され、芝生や樹木の根元

へ埋葬される樹木葬が主流となっています。 

  正恵寺では毎朝毎夕読経をし、寺の物故者や墓地で眠る方々へ「ミタ

マ安らかなれ」と念じております。本堂には、期間を定めてお骨を預かる

こともできます。永代供養のお位牌を祀ることもできます。仏事に関する

ことやご不安なことなど、気軽にご相談ください             合掌 

 

行住坐臥とは、日常の立ち居振る舞い
を通して、内面の修業を深めること 

VOL2 
2025 年 

７月号 

はじめまして 

ほたるちゃんです 

送迎車がご利用いただける

ようになりました！ 

送迎車時刻表（土・日・祝日） 定員 9名様  

◎東武アーバンパークライン愛宕駅（東口）発  

10:00  12:00  14:00 

◎野田ほたるローズガーデン発 

11:30  13:30  15:30 

※平日は前日までに電話でご予約を     0120-290-100 

※車いすに座ったままでのご乗車はできません 

普段は知られていないお寺の様子を身近に感じていただき

たいと思います。どなたでもご参加いただけますので、夏の

思い出にご家族やお友達といらしてください。 

 

 

 

日 時  8月 2日（土）9:00～12:00 

場 所  正恵寺  本堂 

募集人数  １０名（好評につき先着順です） 

持 ち 物  手ぶらでいらしてください 

参 加 費  １，０００円 

 

【お申込み】 

正恵寺 野田ほたるロ 

ーズガーデン 

℡ 04-7196-6205 

 

体験内容：坐禅 読経 写経 下坐・作務 



インタビュー ０２ 
当霊園デザイナー・中本隆久さん 

             聞き手/正恵寺住職・梅村昌寛 

 

前号に引き続き、中本隆久さんのインタビューの後編です。 

 

 

蛍でここを地元の名所にしたいんですよ 

 

 

 

 

 

正恵寺・野田ほたるローズガーデン          X   Instagram Homepage 

住所：千葉県野田市船形 620 

電話番号：04-7196-6205 

☆最新情報は X、インスタ、またはホームページで     

―中本さんの考える「野田ほたるローズガーデン」の今後の展望

を聞かせてください。 

 ローズは 30 年前から始めて、ちょうど今年で 30 年なんです

よ。チャレンジは蛍です。「ほたる」って 3 文字で覚えやすくてい

いなって思っていたんですね。そんな時に、三島市にある蛍が舞

うことで有名な川に、安倍晋三氏の奥さんの昭恵さんがご主人

が亡くなってから見に行ったと聞いたのね。その時に昭恵さん、

まわりに人がいるのにわんわん泣き出しちゃったんだって、蛍を

見て。蛍って、なんとなくあの世とこの世をつないでいるような生

命体に僕は感じていたわけね。「やっぱり蛍いいなぁ」って思った

ね。さっそくその三島市の川を蛍が飛ぶまでに蘇らせた先生にこ

こ（正恵寺）を見に来てもらったら、「蛍育てられるよ」って言って

くださったんで、それで蛍をやろうということになったんです。 

あと、ここは交通の便が悪いじゃないですか。でも、「この自然

環境だからこそ蛍を育てられるんですよ」って、ネガをポジに変

える方法があるなって思ったんですよ。だから僕はここで絶対に

蛍を飛ばさなくちゃいけない。そしてここを地元の名所にしたい

んですよ。ボランティアの人たちに声をかけて、「みんなで蛍を育

てませんか？」って言っていくと、自然と名所になると思う。ここ

はバラと蛍があるから、すごくいい場所になるんじゃないかな。  

みんなすぐネガを言うんですよ。だからネガをポジに変える癖

を常につけたらいいと僕は思う。そうするといいものができます

よ。そういう風にやってるから、僕は歳をとらないでいられるのか 

 

な。常にチャレンジャーだから。人生観だね。 

―蛍は、魂がふわっとなるような幻想的な感じですよね。ここは

街灯がないからすごくきれいになると思う。野田市の名物にした

いですよね。わざわざここに蛍を見に来てお参りして、うなぎ屋

で食べて帰るみたいな…そういうルートができたらいいなってい

うのは見えているんです。中本さんと私の頭の中ではできてるん

で、あとはそれをどうやって具現化するかだと思っています。 

 バラを最初に思いついたときに、偶然八千代市の京成バラ園

芸の役員が知り合いにいたんです。さっきの蛍にしても、全ては

つながっていくんですよ。必要としてるアンテナを張っていると巡

り合えるんですよね。そういう縁に恵まれてきているから、ひとり

でやっているなんて思ってないですよ。みんなでやっているっ

て、つくづく思いますよ。 

―ここに作るドッグランはどういうイメージですか？ 

 桜の木の下で眠るドッグ用の集合墓を作ってあげたいね。それ

ぞれのお墓もまわりに作ってあげて。走れる場所をきれいに作っ

て、飛び回れる広場にしてあげたいな。ワンちゃんも楽しめる霊

苑にしたいですね。 

―要は「死」だけじゃなくて生きる人が来る…生きるための活動

の場になるということですね。行って楽しめる場所になれば新し

いコミュニティーも生 

まれますしね。 「生き 

る人たちのための霊 

苑」っていうのがここ 

のテーマだと私も思い 

ます。どうもありがとう 

ございました。 

 

 

中本隆久 昭和２２年５月生まれ。青山

学院大学卒。在学中に父の他界により

家業の「いせや石材店」を継ぐ。１９９５

年、日本初のバラの花咲く樹木葬を千

葉県佐倉市で開く。以来３０年、日本全

国や中国で樹木葬墓地を展開中。 

正恵寺では＊ご葬儀＊法事＊各種ご祈祷＊ペ

ット葬儀＊ペット供養＊本堂・お茶室のレン

タルスペースのご相談を随時受け付けており

ます。お気軽にお電話、ご来園ください。 

    


